
各調査の分析と授業研究を意図的に関連付けるとともに、前年度の学力定着状況確認テストやウォーム
アップを活用することで、短いサイクルで取組改善を行うことができます。

下図のように、全国・県学力学習状況調査や学力定着状況確認テスト等について、年間スケジュールを
確認しましょう。

岡山県教育庁義務教育課
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児童生徒の「学ぶ力」育成通信 NO.１
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学力向上担当者及び研究主任の役割は重要です！

児童生徒の「学ぶ力」の育成に向けては、学習者である児童

生徒が主体的に学ぶ授業づくりをする必要があります。

例えば、授業において単元を見通し、児童生徒が自ら学ぶ内

容や方法等を考え、決定するような「学びを委ねる」場をつくる

ことが考えられます。

管理職のビジョンと戦略（アクションプラン）を踏まえ、このよう

な取組を学校全体で主体的・組織的に進めることが、学力向上

担当者及び研究主任の役割です。 研究主題や昨年度までの

各種調査の結果等を確認し、管理職等と協議しながら、本年度

の自校の取組を計画し、評価・改善サイクルを機能させましょう。

今号では、「学ぶ力」※の育成に向けた取組を学校全体で推進するための、学力向上担当者及び研究主任の学校

内での役割と一年間の見通しを紹介します。 ※「学ぶ力（学力＋意欲：自分を高める力）」

図 令和７年度義務教育課の取組（抜粋）

年間の見通しをもち、主体的・組織的な取組にしましょう！

Step１

Step２

例年より早く学校向け帳票
結果が提供される見込みです。
（５月末確定見込み。）


